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４. おわりに - まとめと展望
　2014 年度に実施したビブリオバトル in 鳥取の概要を報告した。昨年度に引き続き、今年度も観戦
者の評価は高いものであった。また、ビブリオバトルに参加した学生の学修効果も高いものであった
（昨年度の分析例ではあるが、高井 2014a がある）。これが何よりも重要な点である。それ自身に学修
効果が存在するビブリオバトルに、「地域」という要素を加えることで、特段「地域」を意識せず、
学生が日常的な学習を通じて地域活性化にも一役買えるのである。
　特筆すべきは、ビブリオバトル in 鳥取に参加した学生が、自発的に地域の中でビブリオバトルを
実施し始めていることである。過去のビブリオバトル参加者が中心メンバーとなって作られたサーク
ルである創作研究会は、2014 年 12 月に鳥取県立図書館にてビブリオバトルを開催した。外部からの
発表者が半数に上り、活況を呈した。また、ビブリオバトルを商店街の活性化に生かそう試みている
学生も存在する。「鳥取環境大学の学生によるサークル」企業戦略士研究会は「夜のビブリオバトル」
と題し、飲食店と協力し、2015 年 4 月にカフェとビブリオバトルとを融合したイベントを計画して
いる。こちらも過去にビブリオバトル in 鳥取に参加した学生がそのメンバーとして活動している。
　ビブリオバトルが、誰しもが簡単におこなうことができ、それでいて知的な楽しみ提供し享受する
ことが出来るイベントであるという点を、学生がうまく利用し始めていると感じる。今後、ビブリオ
バトルがさまざまなコミュニティにおけるコミュニケーションツールとして、さらに有益なものへと
発展することが期待される。
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１. 大学の価値と経済効果
　大学には多様な価値があり、その立地は地域に様々な効果をもたらす。たとえば、地域に高等教育
の機会を提供し、専門的人材を育成し、地域発の研究成果を発信し、そして大学生等の活動によって
地域を活性化する。これらの効果の多くはその価値の定量的な評価が難しい。
　そこで本報告では、大学の立地が地域にもたらす「経済効果」に焦点を当てる。大学の立地が地域
へもたらす経済効果については研究蓄積が相当数ある。たとえば、財団法人日本経済研究所は地方国
立大学の経済効果を測定している。その中では、産業連関分析が用いられており、網羅的なデータか
ら地方国立大学の経済効果が推計されている。対象となったのは弘前大学、群馬大学、三重大学、山
口大学である。本研究でも先行研究にのっとり鳥取環境大学の立地による鳥取県への経済効果を試算
する。
　本報告においては、高井（2015）において、鳥取環境大学にかんする詳細なデータを収集し経済効
果を測定した結果を要約し報告する。

２. 大学立地と経済効果
２．１　経済効果の整理
　大学は様々な活動を通じて地域の中で消費を行う。それが地域への経済効果を生み出す。経済効果
を生み出す経路には大きく分けて以下の４つがある。以下の分類は「地方大学が地域に及ぼす経済効
果分析」（財団法人日本経済研究所）をもとにしている。これらの需要がもたらす経済効果を試算する。
　⑴　教育・研究活動による効果
　⑵　教職員等・学生の消費による効果
　⑶　施設整備にかかる効果
　⑷　その他の活動による効果
　以上の４つの効果が大学立地による経済効果として考えられる。ただし本研究ではいくつかの項目
をまとめるとともに、一部の項目を考察の対象外とした。詳細については高井（2015）を参照されたい。

２．２　経済効果の定義とその計算方法について
　本報告では、鳥取環境大学の立地に伴って鳥取県内に生じる消費活動をもとに、経済効果を試算す
る。経済効果は直接効果と間接波及効果（一次間接波及効果、二次間接波及効果）の 2 効果から成り
立ち、これらを合わせたものをいう。個々の波及効果の意味は以下のとおりである。
　直接効果とは「鳥取環境大学の立地にともなって生じた経済活動（２．１の（１）から（４）に相当）
によって、鳥取県内に生じた財・サービスへの需要（すなわち、鳥取県内に生じた生産増加）」である。
　また、間接波及効果は一次間接波及効果と二次間接波及効果を足し合わせたものである。ここで、
一次間接波及効果は「直接効果によって生じた需要をまかなうために、あらたに県内で調達した財・
サービスへの需要」であり、二次間接波及効果は「直接効果と一次間接波及効果によって生じた県内
各家計への所得の増加から派生した家計の消費活動をもとに、あらたに生じた財・サービスへの需要」
である。
　以上の関係は以下のように表すことができる。
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　　　　　　　　経済効果 ＝ 直接効果 ＋ 間接波及効果
　　　　　　　　　　　　 ＝ 直接効果 ＋ 一次間接波及効果 ＋ 二次間接波及効果

３. 鳥取環境大学が鳥取県に及ぼす経済効果
　本報告では諸データから直接効果を推計し、間接波及効果を推計する。これは直接効果の推計結果
をもとに、2005 年鳥取県産業連関表（36 部門）を用いて産業連関分析をおこなうことで推計される。
直接効果と間接波及効果を足し合わせると、すべての経済効果となる。鳥取環境大学の立地に伴う経
済効果を表 1 に示した。

　鳥取環境大学の立地に伴う経済効果は、一年間に生産誘発額ベースで約20.6億万円、付加価値額ベー
スで約 13.1 億円と推計される。

４．おわりに
　本報告では産業連関分析を用いて鳥取環境大学が一年間に鳥取県にもたらす経済効果を推計した。
その結果、鳥取環境大学による経済効果は、生産誘発額ベースで、直接効果が 13.5 億円、間接波及
効果を考慮した経済効果が 20.6 億円と算出された。経済効果は直接効果の 1.53 倍であった。また付
加価値額ベースでの経済効果は 13.1 億円であり、これは県内総生産額１の 0.068％に相当する。
　試算結果によって明らかになった大学の立地が地域にもたらす経済効果は、大学の有する価値の一
部でしかない。大学には金銭的に評価することの難しい価値が多く存在し、それこそが大学の存在意
義であるといえる。そのような価値を定量的に評価することが今後の課題であろう。

参考文献
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1 平成 23 年度の県内総生産額は 1 兆 9608 億円である（2005 年実質価格）。産業連関表の価格体系も
2005 年の価格である。ただし本稿では平成 24 年度（2012 年度）の消費額を 2005 年価格に変換して
いるわけではない。

表 1　鳥取環境大学の立地に伴う経済効果（生産誘発額・粗付加価値額）
生産誘発額 粗付加価値額

直 接 効 果 ( a ) 1,345,958,970 875,550,375
一次間接波及効果 (b) 376,092,686 209,383,423
二次間接波及効果 (c) 340,909,528 220,903,805
経済効果(a)＋ (b)＋ (c) 2,062,960,987 1,305,837,605


